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                             単施設研究用 

研究課題名「卵巣機能不全血清中マーカー、原因分子の探索」に関する情報公

開 

 

１．研究の対象 

2009年 6月 10日以降に当院で生殖補助医療に伴う採卵を受けられた方のうち、研究課題

名「人の卵成熟に関する顆粒膜細胞における遺伝子発現解析と卵胞液のプロテオーム解

析」（承認番号 792）における顆粒膜細胞および卵胞液の使用、および「少子晩産化時代

の不妊治療の最適化-AMHを指標とした検討-」（承認番号 1298）における研究目的での採

血に書面にて同意された方 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

[研究目的] 早発閉経（早発卵巣機能不全）は、女性不妊症の原因となったり、妊娠を希

望しない場合にも、骨粗鬆症・心筋梗塞・脳梗塞といった病気のリスクが増加することが

わかっており、患者さんの QOL（Quality of Life）を低下させる要因の一つとなっていま

す。多くの例で原因は不明であり、このため一般的には、一旦成立すると妊孕能の回復は

難しいとされています。我々は、患者さんの血液中に早発閉経の要因となるような物質、

とくに卵巣を攻撃するような自己抗体があるのではないかと考えています。甲状腺自己抗

体のような、すでに卵巣以外の臓器に対する自己抗体を指摘されている早発閉経の患者さ

ん、自己抗体を指摘されていない早発閉経の患者さん、早発閉経を来していない患者さん

の血液を比較解析し、その中に含まれる物質（とくにタンパクや、タンパクをさらに小さ

くしたペプチド）の違いを調べることで、早発閉経の原因となっている物質をつきとめる

ことを目的としています。 

[方法] 

生殖補助医療に伴う採卵時に得られる卵胞液中の顆粒膜細胞からタンパクを抽出します。

このタンパクに結合する抗体が血清（血液から血球成分の除いたもの）中に存在するかど

うかを、免疫学的手法を用いて調べます。具体的には、免疫染色法、ウエスタンブロッテ

ィング法、免疫沈降法、プロテオーム解析などを用います。 

また、血清中に含まれるタンパクの種類について解析し、早発閉経の患者さん、早発閉経

でかつ甲状腺自己抗体を保有する患者さん、早発閉経でない患者さんの間で比較検討しま

す。タンパク質の網羅的分析を行うプロテオミクスは、ドイツ・フライブルク大学の質量

分析計を用いて行います。 

[研究期間] 2014年 2月 26日（実施承認日）〜2031年 3月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：患者背景（ 年齢、身長、体重、月経歴、妊娠分娩歴、既往歴、家族歴、病歴） 
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血液検査結果：FSH、 LH、 PRL、 TSH、 fT4、 Estradiol、 Progesterone、 AMH、 甲状

腺自己抗体、テストステロン、ACTH、コルチゾール、抗核抗体、染色体検査（但し、倫

理委員会の許可を得て、調査資料項目が追加される可能性があります） 

試料：外来診療で採取し診療に必要としなかった余剰血液及び採卵の際に採取した卵胞液

および顆粒膜細胞  

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人

の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出く

ださい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

名古屋市昭和区鶴舞町 65  052-744-2261 

研究責任者/代表者 名古屋大学大学院医学系研究科 総合医学専攻発育・加齢医学  

産婦人科学・准教授・中村智子 

 


